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外来診療予約専用フリーダイヤル

眼科診療予約専用ダイヤル

2面　
3面　
4面　
5面　
6面　
7面　　
8面　

薬局だより「シックデイをご存じですか？」 食の豆知識「ほうれん草」
医学健康講座「がん診療における最新治療 ホウ素中性子捕捉療法とは？」
連携医院・病院紹介「吉田医院」
モロビ通信 医療・健康トピックス 身体の不思議
施設だより「総合南東北福祉センター／ゴールドメディア」
山口和之さんのいきいき企業探訪「AC福島ユナイテッド」
11月の手術件数・救急車台数 編集後記 ほか

総合南東北病院外科医長
佐藤　直

この日は、日の出を撮影したかっ
たのですが生憎の曇り空でし
た。雪原をスノーシューで歩いて
いると、短い時間でしたが雲間
から太陽が顔を出して、暖かな
光が差しました。やはり諦めない
ことは大切ですね。

あい にく
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葉や茎がピンとしていて、葉肉が厚く色が緑色の濃いものがよいでしょう。
また、根の付け根の部分がみずみずしく、赤みが強いものが新鮮です。

選び方のポイント

ほうれん草の旬は冬で
す。かつては「冬菜」と
呼ばれたほど、寒い時期の野菜の代表
でした。夏と比べて冬に収穫される
ほうが、ほうれん草特有のうまみも
増しています。

ほうれん草

知っ
て得す

る！美味しいお話！

保存するときは水で湿らせた新聞紙に包み、ポリ袋に入れてから野菜室
に立ててしまうと鮮度が長持ちします。

保存方法

調理のポイント

　
シ
ッ
ク
デ
イ
と
は
糖
尿
病
を
持

つ
方
が
治
療
中
に
感
染
症
な
ど
他

の
病
気
に
か
か
っ
た
状
態
を
指
し

ま
す
。
発
熱
や
下
痢
、
嘔
吐
な
ど

で
食
欲
不
振
に
な
る
と
、
血
糖
管

理
が
乱
れ
症
状
が
悪
化
す
る
こ
と

が
あ
る
た
め
注
意
が
必
要
で
す
。

シ
ッ
ク
デ
イ
で
は
、
糖
尿
病
治
療

で
普
段
使
用
し
て
い
る
薬
の
調
整

が
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
シ
ッ
ク
デ
イ
が
起
き
た
場
合
に

備
え
て
対
処
法
（
シ
ッ
ク
デ
イ
ル

ー
ル
）
を
覚
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

基
本
的
な
シ
ッ
ク
デ
イ
ル
ー
ル
は

次
の
通
り
で
す
。

・
体
を
温
か
く
保
ち
安
静
に

・
脱
水
を
防
ぐ
た
め
、

こ
ま
め
に
水
分
補
給
を

行
う

・
食
欲
が
な
く
て
も
口

当
た
り
、
消
化
の
良
い
も

の
を
摂
取
す
る

・
血
糖
値
を
通
常
よ
り
も
頻
繁

（
４
時
間
お
き
）
に
測
定
す
る

　
ま
た
、
シ
ッ
ク
デ
イ
時
の
薬
の

調
整
は
食
事
量
や
血
糖
値
、
使
用

し
て
い
る
イ
ン
ス
リ
ン
製
剤
の
種

類
や
使
用
量
な
ど
に
よ
っ
て
対
応

が
異
な
り
ま
す
。
主
治
医
の
先
生

に
事
前
に
相
談
し
て
指
示
を
受
け

て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
一
般
的
に
食
事
が
と
れ
な
く
て

も
中
間
型
、
ま
た
は
持
効
型
イ
ン

ス
リ
ン
は
原
則
と
し
て
継
続
し
ま

す
。
理
由
は
イ
ン
ス
リ
ン
が
体
内

か
ら
不
足
す
る
こ
と
で
血
液
中
に

ケ
ト
ン
体
が
蓄
積
さ
れ
、
意
識
障

害
や
昏
睡
を
引
き
起
こ
す
ケ
ト
ア

シ
ド
ー
シ
ス
の
リ
ス
ク
が
あ
る
た

め
で
す
。
た
だ
し
低
血
糖
に
は
注

意
が
必
要
で
す
の
で
、
こ
ま
め
に

血
糖
測
定
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

　
そ
の
他
の
血
糖
降
下
薬
は
摂
取

し
た
食
事
量
に
合
わ
せ
て
服
薬
ま

た
は
中
止
し
ま
す
が
、
薬
剤
ご
と

に
対
応
が
異
な
り
ま
す
。

・
ビ
グ
ア
ナ
イ
ド
薬
、
イ
メ
グ

リ
ミ
ン
、Ｓ
Ｇ
Ｌ
Ｔ
２
阻
害
薬
は

中
止

・
イ
ン
ス
リ
ン
分
泌
促
進
薬
は
食

事
量
が
1
⁄
2
程
度
な
ら
半
量
に

減
量
、
食
事
量
が
1
⁄
3
以
下
な

ら
中
止・α

‐
グ
ル
コ
シ
ダ
ー
ゼ

阻
害
薬
は
胃
腸
障
害
が

強
い
場
合
は
中
止

・
イ
ン
ク
レ
チ
ン
関
連

薬
は
一
定
の
見
解
が
な
い

た
め
主
治
医
の
指
示
に
従
う

　
詳
し
い
薬
剤
名
な
ど
は
薬
剤
師

や
主
治
医
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

い
ず
れ
に
せ
よ
自
己
判
断
で
体
調

不
良
を
我
慢
し
た
り
、
薬
を
中
止

し
た
り
し
な
い
こ
と
が
大
切
で
す
。

《
参
考
》

・
令
和
５
年
度
厚
生
労
働
省
委
託

事
業　
薬
局
に
お
け
る
疾
患
別

対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
〜
患
者
支
援

の
更
な
る
充
実
に
向
け
て
〜

【
糖
尿
病
】

・
糖
尿
病
診
療
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

２
０
２
４
　
　
薬
剤
科　
海
村
友
香

【ほうれん草とツナのしぐれ】（２人分）

・ほうれん草１袋 約 300ｇ　・ツナ缶小1缶 約 70ｇ
★｛醤油 大さじ１、砂糖 大さじ１、おろししょうが 小さじ１｝
① ほうれん草は塩（分量外）を加えた熱湯で下茹でし、冷水
にとる。汁気をしっかり絞って４㎝の長さに切る。

② フライパンにツナを汁ごと入れて★を加え、中火にかける。汁気が無くなるま
で炒める。

③ ②に①を加え、さっくりと混ぜ合わせる。
　 Memo：冷めてもおいしいのでお弁当にぴったりです！

参考：カゴメ株式会社 VEGEDAY
旬の野菜の栄養事典

（栄養管理科）

沸騰したたっぷりの湯に、ほうれん草を立てるように持ち、茎が根元か
ら湯につかるように入れます。10秒程で葉の部分も入れ、約１分間茹で
ます。根元の部分に少し固さを感じるくらいが茹で上がりの目安です。
茹で上がりのほうれん草を流水で冷やすことで色よく仕上がります。
ほうれん草はお浸しやソテーはもちろん、グラタンやキッシュ、ピザの具
材として加えることができます。また、茹でてミキサーにかけて濾すこと
でパンやクッキー、プリンなどにも幅広く使用できます。

こ
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南東北ＢＮＣＴ研究センター
センター長

髙井 良尋 先生
たかい よしひろ講演内容は当院

HPで聞くことが
できます。

健康講座医学
総合南東北病院

11/15（土）
開催

手術が難しい場合や機能を温存したい患者さんの新たな希望に

の
方
に
口
内
炎
が
起
こ
り
ま
す
。

ま
た
中
性
子
が
当
た
っ
た
部
分
の

毛
髪
は
一
時
的
に
抜
け
ま
す
。
し

か
し
、
こ
れ
ら
は
従
来
の
放
射
線

治
療
で
も
起
こ
り
う
る
も
の
で
す
。

■
驚
く
べ
き
治
療
効
果

　
臨
床
試
験
で
は
治
療
が
難
し
い

と
さ
れ
た
再
発
頭
頸
部
が
ん
の
患

者
さ
ん
に
お
い
て
、
70
％
以
上
の

方
で
が
ん
が
小
さ
く
な
る
か
消
え

る
と
い
う
高
い
奏
効
率
が
確
認
さ

れ
ま
し
た
。
特
に
が
ん
が
完
全
に

消
え
た
「
完
全
奏
効
」
の
割
合
が

４
割
を
超
え
た
こ
と
は
特
筆
す
べ

き
結
果
で
す
。
あ
る
70
代
の
男
性

は
左
の
上
顎
洞
が
ん
が
再
発
し
、

「
こ
れ
以
上
の
治
療
法
は
な
い
」

と
告
げ
ら
れ
た
方
で
し
た
。Ｂ
Ｎ

Ｃ
Ｔ
治
療
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
治

療
開
始
か
ら
わ
ず
か
４
日
目
で
腫

瘍
に
シ
ワ
が
寄
り
は
じ
め
、
1
か

月
後
に
は
が
ん
は
ほ
と
ん
ど
見
え

な
く
な
り
ま
し
た
。
治
療
か
ら
５

年
が
経
過
し
ま
し
た
が
、
再
発
な

く
元
気
に
過
ご
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
再
発
が
ん
と
診
断
さ
れ
た
方
へ

　
再
発
し
た
頭
頸
部
が
ん
の
治
療

に
お
い
て
、
第
一
選
択
は
手
術
で

あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
あ
り
ま
せ

ん
。
し
か
し
手
術
が
難
し
い
場
合

や
機
能
を
温
存
し
た
い
と
希
望
さ

れ
る
場
合
に
は
、Ｂ
Ｎ
Ｃ
Ｔ
が
非

常
に
有
力
な
選
択
肢
と
な
り
ま
す
。 

こ
れ
ま
で
抗
が
ん
剤
や
免
疫
療
法

し
か
選
択
肢
が
な
か
っ
た
患
者
さ

ん
に
と
っ
て
も
、Ｂ
Ｎ
Ｃ
Ｔ
は
新

た
な
希
望
と
な
り
得
ま
す
。

正
常
組
織
に
当
た
る
線
量
は
わ
ず

か
３
Gy
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。
一
般
的

な
放
射
線
治
療
で
は
１
回
２
Gy
の

照
射
を
30
回
以
上
、
何
週
間
も
か

け
て
行
い
ま
す
が
、
B
Ｎ
Ｃ
Ｔ
の

1
回
30 

Gy
と
い
う
線
量
は
、
通
常

治
療
の
50
回
分
（
合
計
１
０
０

Gy
）
に
匹
敵
す
る
ほ
ど
の
強
力
な

も
の
な
の
で
、
原
則
と
し
て
「
た

っ
た
1
回
の
照
射
」
で
治
療
が
完

了
す
る
の
で
す
。

■
適
応
と
な
る
が
ん

　
使
用
す
る
中
性
子
線
は
エ
ネ
ル

ギ
ー
が
低
い
た
め
、
現
状
で
は
体

表
か
ら
約
８
㌢
の
深
さ
ま
で
が
治

療
可
能
な
範
囲
で
す
。
２
０
２
０

年
6
月
よ
り
保
険
適
用
と
な
っ
た

の
は
「
切
除
不
能
な
局
所
進
行

ま
た
は
局
所
再
発
の
頭
頸
部
が

ん
」
で
、
頭
頸
部
は
体
の
表
面
か

ら
近
く
、
８
㌢
の
深
さ
が
あ
れ
ば

ほ
と
ん
ど
の
領
域
を
カ
バ
ー
で
き

る
た
め
、Ｂ
Ｎ
Ｃ
Ｔ
の
非
常
に
良

い
適
応
と
な
り
ま
す
。

■
気
に
な
る
治
療
費
と
副
作
用

　
治
療
費
は
技
術
料
や
薬
剤
費
な

ど
を
合
わ
せ
る
と
体
重
60
㌕
の
方

で
総
額
約
４
２
０
万
円
ほ
ど
に
な

り
ま
す
が
、
保
険
診
療
で
す
の
で

高
額
療
養
費
制
度
が
適
用
さ
れ
ま

す
。
例
え
ば
年
収
約
５
百
万
円
の

方
で
あ
れ
ば
、
自
己
負
担
は
12
万

円
程
度
で
す
。
副
作
用
に
つ
い
て

は
口
内
炎
や
脱
毛
、
食
欲
減
退

な
ど
が
見
ら
れ
ま
す
。
特
に
頭
頸

部
が
ん
の
場
合
、
口
の
中
の
粘
膜

が
影
響
を
受
け
や
す
く
、
約
半
数

そ
の
が
ん
細
胞
の
中
だ
け
で
放
出

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
の

結
果
、
が
ん
細
胞
は
内
部
か
ら

破
壊
さ
れ
ま
す
が
、
隣
に
あ
る
正

常
な
細
胞
に
は
ほ
と
ん
ど
影
響
を

与
え
ま
せ
ん
。

■
従
来
の
放
射
線
治
療
と
の
違
い

　
X
線
や
ガ
ン
マ
線
な
ど
の
放
射

線
治
療
で
は
が
ん
細
胞
だ
け
で
な

く
、
そ
の
周
辺
に
あ
る
正
常
な
細

胞
に
も
同
じ
よ
う
に
放
射
線
が
当

た
っ
て
し
ま
い
、
傷
が
つ
い
て
し
ま

い
ま
す
。
そ
の
た
め
一
度
治
療
し

た
場
所
に
が
ん
が
再
発
し
た
場
合
、

正
常
な
組
織
が
す
で
に
ダ
メ
ー
ジ

を
受
け
て
い
る
た
め
、
同
じ
場
所

に
再
び
強
力
な
放
射
線
治
療
を

行
う
こ
と
は
困
難
で
し
た
。
一
方
、

Ｂ
Ｎ
Ｃ
Ｔ
は
正
常
細
胞
へ
の
ダ
メ

ー
ジ
が
極
め
て
少
な
い
の
が
特
徴

で
、
治
療
後
に
同
じ
場
所
で
が
ん

が
再
発
し
た
と
し
て
も
、
再
び
Ｂ

Ｎ
Ｃ
Ｔ
に
よ
る
根
治
治
療
を
行
う

こ
と
が
可
能
な
の
で
す
。

■
１
回
の
照
射
で
治
療
が
可
能
に

　
Ｂ
Ｎ
Ｃ
Ｔ
で
は
が
ん
細
胞
に
集

ま
る
ホ
ウ
素
の
量
が
正
常
細
胞
の

約
3
･
5
倍
、
さ
ら
に
粒
子
線
に

対
す
る
感
受
性
が
約
３
倍
高
い
こ

と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら

を
掛
け
合
わ
せ
る
と
同
じ
中
性
子

線
を
照
射
し
て
も
、
が
ん
細
胞
に

は
正
常
細
胞
の
約
10
倍
も
の
ダ
メ

ー
ジ
が
集
中
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
例
え
ば
が
ん
細
胞
に
30
グ
レ

イ（
Gy
）と
い
う
非
常
に
強
い
線
量

を
照
射
し
た
場
合
で
も
、
周
辺
の

　
ホ
ウ
素
中
性
子
捕
捉
療
法
（
Ｂ

Ｎ
Ｃ
Ｔ
）
と
は
核
反
応
を
利
用
し

た
次
世
代
の
が
ん
治
療
法
で
す
。

今
回
は
髙
井
良
尋
先
生
が
Ｂ
Ｎ

Ｃ
Ｔ
に
つ
い
て
解
説
し
ま
し
た
。

■
ホ
ウ
素
中
性
子
捕
捉
療
法
と
は

　
Ｂ
Ｎ
Ｃ
Ｔ
と
は
端
的
に
言
う
と

「
が
ん
細
胞
を
選
択
的
に
破
壊

す
る
放
射
線
治
療
」
で
す
。
こ

の
名
称
は
「
ボ
ロ
ン
（
ホ
ウ
素
）・

ニ
ュ
ー
ト
ロ
ン
（
中
性
子
）・
キ
ャ

プ
チ
ャ
ー（
捕
捉
）・セ
ラ
ピ
ー（
療

法
）」
の
頭
文
字
を
と
っ
た
も
の

で
す
。
こ
の
治
療
法
が
ど
の
よ
う

に
し
て
が
ん
細
胞
だ
け
を
狙
い
撃

ち
す
る
の
か
、
そ
の
仕
組
み
か
ら

詳
し
く
説
明
し
て
い
き
ま
す
。

■
が
ん
細
胞
だ
け
を
破
壊
す
る

　
ま
ず
患
者
さ
ん
に
ホ
ウ
素
薬
剤

を
点
滴
で
投
与
し
ま
す
。
こ
の
薬

剤
は
代
謝
が
活
発
な
が
ん
細
胞
に

選
択
的
に
取
り
込
ま
れ
る
性
質
を

持
っ
て
い
ま
す
。
次
に
が
ん
細
胞

に
ホ
ウ
素
薬
剤
が
集
ま
っ
た
と
こ

ろ
で
体
外
か
ら
低
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

中
性
子
線
を
照
射
し
ま
す
。
す
る

と
が
ん
細
胞
の
中
に
取
り
込
ま
れ

た
ホ
ウ
素
が
中
性
子
を
捕
ま
え
て

核
反
応
を
起
こ
し
、
2
つ
の
粒
子

（
ア
ル
フ
ァ
線
と
リ
チ
ウ
ム
核
）
に

分
裂
し
ま
す
。
こ
の
時
に
発
生
す

る
粒
子
は
進
め
る
距
離
が
非
常
に

短
く
、
約
９
㍈
ほ
ど
し
か
あ
り
ま

せ
ん
。
が
ん
細
胞
１
個
の
大
き
さ

が
10
〜
20
㍈
で
す
か
ら
、
こ
れ
ら

の
粒
子
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
ほ
ぼ

がん診療における最新治療
ホウ素中性子捕捉療法とは？



医療法人

吉田医院

休診日 水曜、日曜・祝日　※土曜の午後は15時まで

所在地 〒962-0841 須賀川市上北町96-1

詳しくはこちらからご覧ください

診療科 内科・神経内科

総合南東北病院
連携医院・病院のご紹介 地域医療 支える絆

地域の皆様へ
当院は昭和56年10月に須賀川の地で開院しました。平成16年４月より内科・神経内科として
私が院長に就任し、内科疾患の治療、健康診断、予防接種、産業医、学校医等に加え、さまざま
な神経難病の患者さんを診察しています。通院困難な患者さんには訪問診療も行っています。
私は認知症や脳卒中、パーキンソン病、筋萎縮性側索硬化症などの神経疾患を専門としてお
り、院長就任以来、地域の患者さんとのたくさんの出会いがありました。そうした中で、治療困
難な病気を持っていても、地域の中でできるだけ長く生活していくサポートをさせていただきた
いという気持ちが大きくなりました。また、訪問看護や介護に携わるさまざまな職種との連携が
非常に重要であると捉え、在宅療養を地域全体として支えていく一助になればと考えています。
よりよい医療サービスの提供ができるよう、今後とも努めていきたいと思います。
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T E L 0248-76-2117

https://clinicyoshida.sakura.ne.jp/

9：00～12：00

月　 火　 水　 木　 金　 土　 日・祝診察時間

14：00～18：00

○ ○ ／ ○ ○ ○ ／

○ ○ ／ ○ ○ ○※ ／

院長 熊谷 ユキ絵先生
くまがい ゆきえ

内　科 神経内科

54
63
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須賀川市立
博物館

須賀川市役所
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吉田医院
355
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病院へのアクセス
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コレクション小話
～とある作品の収蔵まで～

　美術館のコレクション形成は、まさに作品との巡り合わせ。今
回は当館のなかでも筆者の思い入れが強い一品、「三度目の正
直」の末に収蔵が叶ったサルバドール・ダリの《ガラとロブスター
の肖像》（1933年頃制作）にまつわるエピソードをご紹介します。
　私が当館に入職して３年目のこと。この作品が市場に出るとい
う照会が回ってきました。聞けば当館がこの作品と出会うのはこ
れが三度目。一度目は惜しくも入手が叶わず、二度目も予算の壁
に阻まれ見送った経緯があったと聞きます。美術品の世界では、
市場流通に出る度に価値が高騰するのはよくある話なのです。
　そうして訪れた三度目の好機。しかし価格は前回をさらに上回

り、館内には「流石に高すぎるのでは」と及び腰の空気が流れまし
た。けれど、ここで見送れば次は無いような気がしたのです。「三
度目の正直と言いますでしょう。ダリ成熟期の作品、しかも最愛
の妻の肖像画。今回逃せばもう二度と当館には巡ってきませんよ
…」。諦めの悪い私の脅し文句、否、説得はなんと奇跡的に受諾さ
れ、幾度もの見送りを経た作品がようやく展示室に収まった光景
には、不思議な感慨を覚えます。
　作品との出会いも、人との出会いと同じ。時に遠回りをしなが
ら、しかるべき場所に落ち着く「縁」というものが存在するのかもし
れません。そんな縁をこれからも大切にしていきたいと思います。

腑
に
落
ち
る

〒969-2701
福島県耶麻郡北塩原村大字桧原字剣ヶ峯1093番23
TEL.0241-37-1088／FAX.0241-32-3332

アートで日々にうるおいを。もろはしきんだいびじゅつかん通信

　
総
合
南
東
北
病
院
で
は
特
別

料
金
で
受
診
で
き
る
人
間
ド
ッ

ク
を
期
間
限
定
で
実
施
し
て
い

ま
す
。通
常
８
５
８
０
０
円
の
１

日
ド
ッ
ク
検
査
に
、骨
粗
鬆
症
検

査
（
４
１
８
０
円
）
と
内
臓
脂
肪

測
定
（
５
５
０
０
円
）
を
加
え
て

７
７
０
０
０
円
で
す
。１
日
ド
ッ

ク
の
内
容
は
消
化
器
系
検
査（
胃

部
内
視
鏡
、腹
部
超
音
波
）、脳
神

経
系
検
査（
頭
部
Ｍ
Ｒ
Ｉ
、頭
部
・

頸
部
Ｍ
Ｒ
A
）、放
射
線
検
査（
胸

部
Ｘ
線
・Ｃ
Ｔ
）、血
液
検
査
、心

電
図
、身
体
測
定
な
ど
。乳
が
ん
・

子
宮
が
ん
検
診
や
便
潜
血
反
応

検
査
、ア
レ
ル
ギ
ー
検
査
な
ど
は

オ
プ
シ
ョ
ン
と
な
り
ま
す
。検
査

期
間
は
令
和
８
年
１
〜
３
月
ま

で
の
３
か
月
間
限
定
で
す
。申
込

み
は
病
院
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
ま

た
は
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
。問
い
合

わ
せ
は
予
防
医
学
研
究
セ
ン
タ
ー

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
０
１
２
０
ー

３
９
ー
５
６
１
１
ま
で
。

　
新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

皆
さ
ん
が
食
し
た
雑
煮
や
お
せ
ち
は

食
道
を
通
っ
て
胃
に
入
り
ま
し
た
。

胃
の
働
き
は
胃
液
分
泌
と
蠕
動
運
動

と
撹
拌
作
用
。
こ
こ
で
全
て
の
食
物

は
粥
状
と
な
り
ま
す
。
胃
は
消
化
管

の
、
そ
の
整
然
と
分
業
化
さ
れ
た
食

物
解
体
工
場
の
一
次
処
理
工
場
の
役

割
。『
五
臓
六
腑
』
と
い
う
表
現
が
あ

り
ま
す
が
、
胃
は
そ
の
う
ち
の
一

つ
。『
腑
』
は
大
阪
府
な
ど
と
い
う

『
府
』
に
体
を
表
す
『
ニ
ク
ヅ
キ
＝

月
』
を
付
け
た
も
の
。
い
わ
ば
食
べ

物
が
出
入
り
す
る
体
の
中
の
『
町
』。

『
五
臓
六
腑
に
染
み
渡
る
』
と
言
い

ま
す
が
、
楽
し
く
納
得
の
い
く
食
事

だ
と
、
胃
と
い
う
『
腑
に
落
ち
た
』

様
を
言
い
、
逆
に
楽
し
く
な
い
会
食

な
ど
で
合
点
が
い
か
な
い
と
、
胃
と

い
う
『
腑
に
落
ち
な
い
』
と
い
う
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　
今
年
も
消
化
管
を
い
た
わ
り
、
偏

ら
な
い
食
事
を
心
が
け
て
、
食
す
る

こ
と
の
楽
し
み
や
深
み
を
、
一
緒
に

考
察
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

予
防
医
学
研
究
セ
ン
タ
ー

医療・健康トピックス

身体の不思議

笑顔で過ごす毎日のために
期間限定人間ドックを実施

作品の状態を確認中
収蔵直後の《ガラとロブスターの肖像》
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文・柿沼 雄二

ただいま
長期休館中！

申込みはこちらから→

大野 方子
所蔵品をはじめサルバドール・ダリ
の調査研究を行い、企画・コレクショ
ンを問わず展覧会をキュレーション

公益財団法人　諸橋近代美術館
学芸員

ぜ
ん
ど
う

か
く
は
ん



　
通
所
事
業
所
南
東
北
さ
く
ら

館
で
は
、
利
用
者
さ
ん
の
希
望

に
沿
っ
て
外
出
を
行
う
『
個
別

外
出
支
援
』
を
定
期
的
に
行
っ

て
い
ま
す
。
今
回
は
「
買
い
物

が
し
た
い
」
利
用
者
さ
ん
と
、

郡
山
市
内
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ

ン
タ
ー
に
出
掛
け
ま
し
た
。

　
広
い
店
内
に
た
く
さ
ん
の
商

品
が
並
び
、

利
用
者
さ
ん

は
目
移
り
し

て
悩
ん
で
い

る
よ
う
で
し

た
が
、
時
間

を
か
け
て
欲

し
い
も
の
を

選
ん
で
い
ま

し
た
。
普
段

は
な
か
な
か
ゆ
っ
く
り
買
い
物

が
で
き
な
い
た
め
、「
色
々
買
え

て
よ
か
っ
た
」
と
嬉
し
そ
う
に

話
し
て
い
ま
し
た
。

　
買
い
物
の
後
は
セ
ン
タ
ー
内

の
飲
食
店
で
お
待
ち
か
ね
の
ラ

ン
チ
タ
イ
ム
で
す
。
こ
ち
ら
も

家
で
は
食
べ
ら
れ
な
い
よ
う
な

メ
ニ
ュ
ー
を
選
ん
で
、
美
味
し

そ
う
に
食
べ
て
い
ま
し
た
。

　
楽
し
い
買
い
物
と
美
味
し
い

ラ
ン
チ
に
、
利
用
者
さ
ん
は
大

満
足
の
様
子
で
、「
ま
た
来
た
い
」

と
早
く
も
次
回
の
外
出
支
援
に

参
加
希
望
の
よ
う
で
す
。

施
設
だ
よ
り

ゴールドメディア介護老人保健施設 総合南東北福祉センター社会福祉法人
南東北福祉事業団

総
合
南
東
北
福
祉
セ
ン
タ
ー
と
ゴ
ー
ル
ド
メ
デ
ィ
ア
の
活
動
の
様
子
を
お
届
け
し
ま
す

郡
山
市
内
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
を
訪
問

買
い
物
と
ラ
ン
チ
で
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
す

みなみとうほく 06

希望の商品を探す利用者さん

毛糸を購入する利用者さん

　
１
階
入
所
で
「
カ
ッ
プ
ラ
ー

メ
ン
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

利
用
者
さ
ん
か
ら
「
施
設
で
は

カ
ッ
プ
麺
が
食
べ
ら
れ
な
い
か

ら
、
ま
た
食
べ
た
い
」
と
の
声

が
聞
か
れ
、
今
年
2
回
目
の
開

催
と
な
り
ま
し
た
。

　
様
々
な
味
の
カ
ッ
プ
麺
か
ら

一
人
一
つ
ず
つ
自
由
に
選
ん
で

い
た
だ
き
、
職
員
が
お
湯
を
入

れ
て
提
供
し
ま
し
た
。
カ
ッ
プ

麺
を
温
め
て
い
る
間
、
待
ち
き

れ
ず
に
フ
タ
を
開
け
て
し
ま
う

利
用
者
さ
ん
も
い
て
、
職
員
が

慌
て
て
フ
タ
を
閉
め
る
場
面
も

見
ら
れ
ま
し
た
。

　
今
回
も
皆
さ
ん
か
ら
「
や
っ

ぱ
り
美
味
し
い
ね
」「
普
段
食
べ

ら
れ
な
い
か
ら
嬉
し
い
よ
」
な

ど
と
温
か
い
お
言
葉
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
2
階
入
所
で
は
11
月
９
日
㈰

に
文
化
祭
を
開
催
し
、
利
用
者

さ
ん
が
「
流
れ
星
」
の
壁
画
を

制
作
し
ま
し
た
。
壁
画
ボ
ー
ド

に
展
示
し
、
作
品
を
背
景
に
利

用
者
さ
ん
が
一
人
ず
つ
記
念
撮

影
し
ま
し
た
。
ポ
ー
ズ
を
と
っ

た
り
笑
っ
た
り
と
、
様
々
な
表

情
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

笑顔で記念撮影する利用者さん

壁画を制作する利用者さん

カップ麺を食べる利用者さん

カ
ッ
プ
ラ
ー
メ
ン
会
で
好
み
の
味
に
舌
鼓

文
化
祭
で
流
れ
星
の
壁
画
を
制
作
、
記
念
撮
影
も
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山
口　
今
夏
は
サ
ッ
カ
ー
Ｗ
杯
が

開
催
さ
れ
世
界
中
が
熱
気
に
包
ま

れ
ま
す
が
、
福
島
県
の
サ
ッ
カ
ー

も
負
け
て
は
い
ま
せ
ん
。
今
回
は

Ｊ
３
所
属
の
福
島
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド

に
お
邪
魔
し
て
い
ま
す
。
ま
ず
は

チ
ー
ム
の
歴
史
な
ど
に
つ
い
て
小

山
淳
Ｃ
Ｅ
Ｏ
に
お
聞
き
し
ま
す
。

小
山　
２
０
１
１
年
に
運
営
会
社

を
設
立
し
ま
し
た
が
、
直
後
に
東

日
本
大
震
災
と
原
発
事
故
が
あ
り

ま
し
た
。
休
部
や
廃
部
も
考
え
ら

れ
ま
し
た
が
地
域
の
支
え
で
継
続

で
き
、
２
０
１
４
年
に
J
リ
ー
グ

入
り
で
き
ま
し
た
。
福
島
県
初
の

プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
誕
生
と

な
り
、
多
く
の
県
民
に
希
望
を
も

た
ら
し
、
福
島
の
力
強
い
復
興
の

象
徴
に
な
り
ま
し
た
。
風
評
被
害

払
拭
を
目
的
に
J
リ
ー
グ
ク
ラ
ブ

初
と
な
る
農
業
部
を
設
置
し
、
県

産
品
の
信
頼
回
復
に
大
き
く
寄
与

し
て
い
る
と
自
負
し
て
い
ま
す
。

業
務
内
容
は
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
運
営
で
、
地
域
企
業
や
県
外
企

業
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
事
業

を
は
じ
め
、
試
合
興
行
や
イ
ベ
ン

ト
開
催
、ス
ク
ー
ル
＆
ア
カ
デ
ミ
ー

運
営
な
ど
が
主
な
業
務
で
す
。

山
口　
今
シ
ー
ズ
ン
の
チ
ー
ム
の

戦
い
ぶ
り
は
い
か
が
で
し
た
か
。

小
山　
J
２
昇
格
を
狙
っ
て
選
手

た
ち
は
奮
闘
し
て
く
れ
た
も
の
の

残
念
な
が
ら
10
位
と
い
う
結
果
で

し
た
。
ク
ラ
ブ
と
し
て
昇
格
を
後

押
し
し
、
数
年
か
け
て
着
実
に
J

２
へ
昇
格
で
き
る
よ
う
計
画
を
立

て
、
そ
の
先
の
J
１
で
も
健
全
な

組
織
運
営
が
で
き
る
よ
う
着
実
に

体
制
強
化
を
図
っ
て
い
ま
す
。

山
口　
チ
ー
ム
に
と
っ
て
サ
ポ
ー

タ
ー
の
存
在
は
大
き
い
で
す
ね
。

小
山　
な
く
て
は
な
ら
な
い
大
切

な
存
在
で
す
。
地
域
を
背
負
い
、

地
域
の
た
め
に
奮
闘
し
て
い
る
選

手
た
ち
を
後
押
し
し
て
く
れ
る
同

志
で
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
と
て

も
有
難
い
存
在
で
も
あ
り
ま
す
。

山
口　
地
域
に
対
す
る
貢
献
活
動

が
活
発
な
よ
う
で
す
ね
。

小
山　
学
校
へ
の
巡
回
指
導
や
下

校
時
の
見
守
り
、
学
童
へ
の
訪
問
、

福
祉
施
設
へ
の
慰
問
、講
演
活
動
、

ス
ク
ー
ル
、
地
域
企
業
と
の
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
、
農
業
部
な
ど
多

く
の
選
手
と
ス
タ
ッ
フ
が
地
域
と

の
連
携
を
図
っ
て
い
ま
す
。

山
口　
ス
タ
ッ
フ
の
人
材
確
保
や

社
員
教
育
は
い
か
が
で
す
か
。

小
山　
現
在
は
京
都
市
に
本
社
を

置
く
運
営
会
社
の
ス
ポ
ー
ツ
X
か

ら
20
名
ほ
ど
派
遣
さ
れ
て
お
り
、

既
存
の
ス
タ
ッ
フ
と
連
携
し
、
よ

り
良
い
ク
ラ
ブ
を
つ
く
る
べ
く
邁

進
し
て
い
ま
す
。
定
例
会
議
で
の

事
業
推
進
は
も
と
よ
り
、
社
内
ラ

イ
セ
ン
ス
制
度
で
常
に
社
員
の
学

び
を
促
進
し
て
い
ま
す
。
海
外
研

修
な
ど
に
参
加
し
て
も
ら
い
視
野

を
広
げ
る
と
と
も
に
、
世
界
中
の

仲
間
づ
く
り
も
支
援
し
て
い
ま
す
。

山
口　
働
き
方
改
革
や
健
康
経
営

な
ど
は
進
ん
で
い
ま
す
か
。

小
山　
ガ
ー
ナ
人
や
ト
ラ
ン
ス

ジ
ェ
ン
ダ
ー
な
ど
多
種
多
様
な
ス

タ
ッ
フ
が
い
て
、
仲
間
を
尊
重
し

合
い
、
弱
み
を
補
い
合
い
、
強
み

を
活
か
し
て
い
く
社
内
文
化
づ
く

り
が
奏
功
し
て
い
ま
す
。
一
般
的
な

働
き
方
を
し
つ
つ
、
心
の
部
分
で

の
健
康
を
保
て
る
社
内
環
境
整
備

は
比
較
的
良
質
に
進
ん
で
い
る
と

考
え
て
い
ま
す
。
特
色
あ
る
福
利

厚
生
と
し
て
本
の
購
入
は
全
額
補

助
、
冬
季
は
光
熱
費
手
当
を
拡
充

し
、
家
庭
環
境
で
の
健
康
維
持
に

組
織
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

山
口　
今
後
の
夢
や
ビ
ジ
ョ
ン
を

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

小
山　
地
域
活
性
化
に
寄
与
し
、

地
域
や
日
本
、
世
界
を
担
う
人
材

を
輩
出
し
続
け
る
組
織
を
目
指
し

て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
国
内
最

高
レ
ベ
ル
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
と
、
日
本
初
の
木
造
、
世
界

初
の
循
環
型
ス
タ
ジ
ア
ム
を
つ
く

る
計
画
で
す
。
チ
ー
ム
と
し
て
は

J
２
、
J
１
と
昇
格
し
、
2
つ
の

大
災
害
を
乗
り
越
え
た
日
本
で
も

唯
一
の
プ
ロ
ク
ラ
ブ
と
し
て
、
力

強
く
成
長
し
続
け
た
い
で
す
。

山
口　
福
島
県
復
興
の
シ
ン
ボ
ル

と
し
て
、
ま
ず
は
J
２
昇
格
を
目

指
し
て
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
！

小山ＣＥＯからクラブ運営について学んだ山口さん

計画中の世界初の循環型木造スタジアム

代
表
取
締
役
Ｃ
Ｅ
Ｏ

小
山 

淳 

氏

こ
や
ま 　
じ
ゅ
ん

福島市新町3-20（街なか事務所）
TEL.024-502-6651
https://fufc.jp/

㈱ＡＣ福島ユナイテッド

山
口
和
之

い
き

 
い
き

企
業
探
訪

さ
ん
の

（やまぐち・かずゆき）
山口和之

日本はもっと
強くなれる
優しくなれる

Interview

好評連
載中！

J２、J１昇格を目指し、組織体制の強化を図る
世界を担う人材を輩出し続ける組織を目指す

前参議院議員・元衆議院議員・
南東北グループ顧問・理学療
法士・介護支援専門員。30数年
前、福島県立医科大学病院から
南東北脳神経外科病院（現在
の当院）のリハビリテーション
部門立ち上げに招聘される。以
後、予防・治療・リハビリテー
ション・地域ケアにおいて当院
の発展に尽力。議員時代に東
日本大震災対応をはじめ、世
界に誇れる自立支援介護の推
進、循環器病対策基本法の立
法など医療介護福祉政策の立
案・実施に貢献する。

vol.30



2023年 00月末まで

陽子線治療実績
（2008年10月開院以降）2025年11月末まで

•患者さんに公正な医療を提供いたします。
•医師による説明と患者さんの選択に基づく医療を進めます。
•患者さんのプライバシーを尊重します。
•診療情報を患者さん自身にお伝えします。
•より良い医療が行われるよう研修・研鑚いたします。
•患者さんの人生が最後まで豊かであるようにその意志を尊重します。

私たちの目標（基本方針・品質方針）

頭頸部
1,671

前立腺
1,429

肝・胆
1,356

肺
1,333

その他
1,115

食道
584

膵
565

骨軟部207

直腸癌術後
局所再発120

縦隔 95

部位別治療患者数

計 8,475名

編
集
後
記

　
企
業
探
訪
で
も
触
れ
ま
し
た
が

今
夏
は
４
年
に
１
度
の
サ
ッ
カ
ー

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
（
W
杯
）
が
開

催
さ
れ
ま
す
。
2
月
の
冬
季
五
輪

も
忘
れ
て
は
い
ま
せ
ん
が
、
何
せ

今
回
の
W
杯
は
カ
ナ
ダ
、
ア
メ
リ

カ
、
メ
キ
シ
コ
の
北
米
３
か
国
の

16
都
市
で
共
同
開
催
さ
れ
る
史
上

最
大
規
模
の
大
会
で
す
。
出
場

チ
ー
ム
は
過
去
最
多
の
48
か
国
、

試
合
数
は
12
の
グ
ル
ー
プ
ス
テ
ー

ジ
と
32
チ
ー
ム
で
争
う
決
勝
ト
ー

ナ
メ
ン
ト
を
合
わ
せ
る
と
１
０
４

試
合
で
、
約
40
日
間
に
も
及
ぶ
大

会
期
間
中
は
世
界
中
が
熱
狂
の
渦

に
巻
き
込
ま
れ
る
こ
と
で
し
ょ

う
。
我
ら
が
日
本
代
表
『
サ
ム
ラ

イ
ブ
ル
ー
』
は
グ
ル
ー
プ
F
で
オ

ラ
ン
ダ
、
チ
ュ
ニ
ジ
ア
、
3
月
開

催
の
欧
州
プ
レ
ー
オ
フ
を
勝
ち
上

が
っ
た
国
と
対
戦
し
ま
す
。
ぜ
ひ

と
も
グ
ル
ー
プ
ス
テ
ー
ジ
を
突
破

し
、
過
去
最
高
の
ベ
ス
ト
8
、
さ

ら
に
そ
の
上
を
目
指
し
て
頑
張
っ

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

2025年 11月1日～30日

救急車受入れ台数

621台
（患者数622人）

救急患者数

1,740人
（時間外1,380人）

ドクターヘリ受入れ

6 件

11月の診療科別手術件数

11月の救急車台数ほか

南
東
北

２
０
２
6
年
1
月
1
日

■
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■
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石
井
電
算
印
刷
株
式
会
社

当院のHPはこちら
この「南東北」は、環境にやさしい
ベジタブルインキを使用しています。

この「南東北」は、FSC®認証材および
管理原材料から作られています。

この「南東北」は、環境に配慮した
資材と工場で製造されています。
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旧
年
中
は
多
大
な
る
ご
支
援
と
ご
協

力
を
賜
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
は
医
療
を
取
り
巻
く
環
境
が
大

き
く
変
化
し
た
１
年
で
は
ご
ざ
い
ま
し

た
が
、グ
ル
ー
プ
の
総
合
力
を
結
集
し
、

よ
り
質
の
高
い
医
療
を
持
続
的
に
提
供

で
き
る
よ
う
組
織
の
進
化
に
努
め
て
参

り
ま
し
た
。本
年
も「
す
べ
て
は
患
者
さ

ん・
利
用
者
さ
ん
の
た
め
に
」と
い
う
不

変
の
理
念
を
胸
に
職
員
一
人
ひ
と
り
が

高
い
志
と
経
営
的
な
視
座
を
持
ち
業
務

に
邁
進
す
る
所
存
で
す
。

　
私
た
ち
は
地
域
の
皆
様
の
健
や
か
な

暮
ら
し
を
守
る
べ
く
医
療
・
介
護
・
福
祉

の
さ
ら
な
る
向
上
を
目
指
し
て
全
力
を

尽
く
し
て
参
り
ま
す
。

　
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
心
よ
り

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
本
年

も
変
わ
ら
ぬ
ご
厚
情
を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 総

　
長

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ

南

東

北

グ

ル

ー

プ

一
般
財
団
法
人 

脳
神
経
疾
患
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究
所

附
属 

総
合
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病
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理
事
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邉 

貞 
義
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37
103

9
56 43 36 18

72
14 1 1

265

14 30 1 3 42 13

758

総合南東北病院、南東北医療・眼科クリニック、南東北第二病院


